
- 3 -

◎デボ－ション（お言葉と祈りに生かされましょう）

30 Ⅰサムエル ７ ピリピ ４ イザヤ ４０:１ ～８
１ ８ コロサイ １ 主 イザヤ ４０:９ ～１１
２ ９ ２ の マタイ ３:１ ～１２
３ １０ ３ 道 ホセア １４:１ ～７
４ １１ ４ を 詩篇 ２４:１ ～１０
５ １２ 1ﾃ ｻﾛﾆ ｹ １ 備 Ⅰﾃｻﾛﾆｹ ５:１ ～１１
６ １３ ２ え 黙示録 ２２:８ ～１３
７ １４ ３ よ Ⅱテモテ ３:１４～４:８

◎毎日お祈りしましょう！ 今週の記念日
誕 生 日 （３日 杉崎 幸子 姉）
受洗記念日 （６日 中島 一栄 姉）
召天記念日 (４日 江本 光代 さん2019年）

① 来年11月に創立40年を迎える姫路あけぼの教会に祝福を。
② 教会員ひとり一人の健康が守られ、歩みの上に祝福を。
③ ピーター・ホーフリッチ兄の霊肉の健康の上に祝福を。
④ 姫路アガペーチャペル（中庭一也師、岩﨑勝行師）のお

働きの上に神様の祝福を。

１ 本日のオルガンコンサート礼拝に中村祐子姉(西宮門戸教
会信徒、オルガニスト）がお出で下さり、奏楽をし、演奏
もして頂き、感謝します。

２ 先週の礼拝は感謝祭で教会創立感謝礼拝として池内知子
姉(姫路教会信徒)が賛美と証をし、池内伸壽兄が伴奏をし
て下さり、姫路教会の信徒の方も参加下さり幸いでした。

３ 明日から12月に入ります。寒さが本格的になります。
今年はインフルエンザが流行しています。マスクを着用し
て礼拝に出席しましょう。ご高齢の方々(独居生活、施設
入居)、病気の方々、特に、杉崎幸子姉の妹さんと高島美
穂姉のために続いてお祈り下さい。

４ 新会堂建築のため 必要が満たされるようお祈り下さい。
牧会短針 待降節とは？ 本日より「待降節（アドベント）」
に入ります。また本日は教会歴の一年の歩みの初めでもあり
ます。この期間は主の降誕祭（クリスマス）を迎える準備の
時です。それと共に再臨の主を迎える準備の時でもあります。
毎日、賛美をもって主に近づき、アドヴェントカレンダーを
参考にして聖書を読み、お言葉を味わい、主に祈りましょう。
また定期集会に励み、主の御降誕の意義を味わいましょう。
更に、心の王座に主をお迎えし、お互いに新しくしていただ
きたいものです。
今週の牧師の予定 ４日 ﾛﾝｸﾞﾗｲﾌｸｲｰﾝｽﾞ塩屋｢ﾅﾙﾄﾞの集い｣ｸﾘｽﾏｽ会

◎先週の報告 礼拝13名、愛餐会13名、子ども教会休み
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◎今週の御言葉「神は救いを得るようにお定めになった」(イ
ザヤ書51章４節～11節、テサロニケ人への手紙第一５章１節
～11節） 「主に贖われた者たちは帰って来る。彼らは喜び
歌いながらシオンにはいり、その頭にはとこしえの喜びをい
ただく。楽しみと喜びがついて来、悲しみと嘆きとは逃げ去
る。」(51:11) 「神は、私たちが御怒りに会うようにお定め
になったのではなく、主イエス・キリストにあって救いを得
るようにお定めになったからです。」(5:9)

◎私たちは「目先のことに囚われ、孤軍奮闘」している状
況の中、救われた前後のことを忘れてしまい易い。もう一度
どの様の所から救われて現在に至っているか、考えたい。
◎イザヤ書51章。①「切り出された岩、掘り出された穴を

見よ」(1)。イスラエルにはアブラハムとサラのことを考え
よとの招きであり、私達には「信仰の原点に帰れ」との招き
です。②「主はシオンを慰め、そのすべての廃墟をエデンの
園のようにし、その砂漠を主の園のようにする」(2)。天地
万物の創造者なる神様が、どんな状況からでも回復し、繁栄
をもたらすとの約束です。③「主の贖われた者は帰ってくる」
(11)。エジプトよりイスラエルの民を解放された神様はバビ
ロン捕囚からも解放されるとの預言です。④「わたしの義は
近い。わたしの救いはすでに出ている」(5)。神様の御業は、
救いを待ち望んでいる者に「救い」となるが、背く者には「裁
き」なのです。神様は主イエス様を救い主としてこの世に遣
わされました。主イエス・キリスト様を信じる者は救いに与
るが、信じない者は滅びに至るのです。心して祈りましょう。
◎テサロニケ人への手紙第一５章を通してパウロは、キリ

ストの再臨は「いつ、どの時か」(1)との関心に応えていま
す。「主の日」（再臨とさばきを含む終末の時）は主イエス様
が語られた通り「夜中の盗人のようにくる」のです(2,マタ
イ24:42,43）。信者はいつも備えが必要なのです。
「暗闇にいる」と「妊婦に産みの苦しみ」が突然に臨むよ

うに、そのさばきから逃れることは「決してできない」ので
す。キリスト者は「光の子ども」「昼の子ども」です(ヨハネ
12:36,エペソ5:8)。私たちはキリスト様の贖いの完成により
「永遠の命を受け」「キリストと共に生きる」者とされてい
るのです。目を覚まして主の降誕と再臨の主を迎える備えを
しましょう。それと共にひとりでも多くの方々の救いのため
に祈り仕えましょう。


